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「連結注記表」及び「個別注記表」につきましては、法令及び定款第 15 条の規定に基づき、

当社ウェブサイト（アドレス http://www.ootoya.jp/ir/）に記載することにより株主の皆様に提

供しております。 



連 結 注 記 表

1. 連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

　(1) 連結の範囲に関する事項

連結子会社の数 ９社
連結子会社の名称 株式会社大戸屋

香港大戸屋有限公司
OOTOYA ASIA PACIFIC PTE. LTD.
AMERICA OOTOYA INC.
M OOTOYA (THAILAND) CO., LTD.
株式会社ＯＴＹフィール
株式会社ＯＴＹ食ライフ研究所
THREE FOREST (THAILAND) CO., LTD.
大戸屋(上海）餐飲管理有限公司

当連結会計年度より、持分を追加取得した大戸屋(上海）餐飲管理有限公司を連結の範囲に含め

ております。

(2) 持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

当連結会計年度より、持分を追加取得した大戸屋(上海）餐飲管理有限公司は連結子会社となっ

たため、持分法適用の範囲から除外しております。

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち６社（香港大戸屋有限公司、OOTOYA ASIA PACIFIC PTE. LTD.、AMERICA

OOTOYA INC.、M OOTOYA (THAILAND) CO., LTD.、THREE FOREST (THAILAND) CO., LTD.、大戸屋

(上海）餐飲管理有限公司)の決算日は12月31日であります。

連結計算書類の作成にあたっては、同日現在の貸借対照表及び損益計算書を使用し、連結決算日

との間に生じた重要な取引については連結上必要な調整を行うこととしております。

(4) 会計処理基準に関する事項

①重要な資産の評価基準及び評価方法

　イ 有価証券

　 その他有価証券

時価のあるもの………………当連結会計年度末日の市場価格等に基づく時価法（評価

差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動

平均法により算定しております。）
時価のないもの………………移動平均法による原価法

　ロ たな卸資産

原材料及び貯蔵品………………最終仕入原価法（収益性の低下による簿価切り下げの方

法）
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②重要な減価償却資産の減価償却の方法

有形固定資産

(リース資産を除く)

………定額法

耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準

によっております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　建物及び構築物 ２年～34年

無形固定資産

(リース資産を除く)

………定額法

のれんについては、その支出の効果の発現期間（２年～５年）によってお

ります。

自社利用のソフトウェアについては、社内における見込利用可能期間（５

年）によっております。
リ ー ス 資 産………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する定額法によっ

ております。

長期前払費用………均等償却

なお、償却期間については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっ

ております。

　 ③重要な引当金の計上基準

貸 倒 引 当 金………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、

回収不能見込額を計上しております。

なお、当連結会計年度の計上はありません。
賞 与 引 当 金………従業員の賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち、当連結会計

年度の負担額を計上しております。

店舗閉鎖損失引当金………店舗の閉鎖により発生する損失に備えるため、当連結会計年度末における

閉鎖決定店舗の閉店時に発生すると認められる額を計上しております。
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　 ④ヘッジ会計の方法

　イ ヘッジ会計の方法

金利スワップについて特例処理の要件を満たしておりますので、特例処理を採用しており

ます。

　 ロ ヘッジ手段とヘッジ対象

　 ヘッジ手段………金利スワップ

　 ヘッジ対象………借入金の利息

　 ハ ヘッジ方針

借入金の金利変動リスクを回避する目的で金利スワップ取引を行っており、ヘッジ対象の

識別は個別契約毎に行っております。

　 ニ ヘッジ有効性評価の方法

金利スワップについて特例処理の要件を満たしているため、有効性の評価を省略しており

ます。

　 ⑤退職給付に係る負債の計上基準

退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度における見込額に基

づく退職給付債務の額を計上しております。

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定

年数（４年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理す

ることとしております。

　 ⑥その他連結計算書類の作成のための重要な事項

　消費税等の会計処理

税抜方式によっており、控除対象外消費税等は当連結会計年度の費用として処理しておりま

す。

(会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会

計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25

号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、当連結会計年度末より適用

し（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定め

を除く。）、退職給付債務の額を退職給付に係る負債として計上する方法に変更し、未認識数理

計算上の差異を退職給付に係る負債に計上いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従

っており、当連結会計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退

職給付に係る調整累計額に加減しております。

この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が236,532千円計上されておりま

す。また、その他の包括利益累計額が12,194千円減少しております。なお、１株当たり純資産

額は１円70銭減少しております。
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2. 連結貸借対照表に関する注記

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 3,372,429千円

(2) 保証債務

　 下記の会社の金融機関からの借入金等の債務保証を行っております。

　 ＦＣ加盟店（６件） 111,742千円

3. 連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数 普通株式 7,180,000株

(2) 剰余金の配当に関する事項

　 ①当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成25年６月25日
定時株主総会

普通株式 215,395千円 30円00銭
平成25年
３月31日

平成25年
６月26日

　 ②当連結会計年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項

決議 株式の種類
配当の
原資

配当金の
総額

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成26年５月９日
取締役会決議

普通株式 利益剰余金 143,597千円 　 20円00銭
平成26年

　３月31日
平成26年

　６月25日

4. 金融商品に関する注記

　(1) 金融商品の状況に関する事項

①金融商品に対する取組方針

　当社は、主に飲食事業を行うための設備投資計画に照らして、必要な資金（主に銀行借入）を

調達しております。一時的な余資は安全性の高い金融資産で運用し、また、短期的な運転資金を

銀行借入により調達しております。デリバティブは、後述するリスクを回避するために利用して

おり、投機的な取引は行わない方針であります。

②金融商品の内容及びそのリスク

　営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。

　また、賃借物件等に係る敷金及び保証金は、差入先の信用リスクに晒されております。

　借入金及びファイナンス・リース取引に係るリース債務は、主に設備投資に必要な資金の調達

を目的としたものであり、償還日は決算日後、最長で５年後であります。このうち一部は、変動

金利であるため金利の変動リスクに晒されていますが、デリバティブ取引（金利スワップ取引）

を利用してヘッジしております。

　デリバティブ取引は、借入金に係る支払金利の変動リスクに対するヘッジ取引を目的とした金

利スワップ取引であります。なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、

ヘッジ有効性評価の方法等については、前述の「1.連結計算書類の作成のための基本となる重要

な事項に関する注記等（4）会計処理基準に関する事項④ヘッジ会計の方法」をご覧ください。
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③金融商品に係るリスク管理体制

(a)信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　売掛金は、各所管部署において主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引相手

ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や

軽減を図っております。

　敷金及び保証金は、新規取得時に相手先の信用状態を充分に検証するとともに、所管部署

が相手先の状況を定期的にモニタリングし、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握

や軽減を図っております。

　デリバティブ取引の利用にあたっては、カウンターパーティーリスクを軽減するために、

格付の高い金融機関とのみ取引を行っております。

(b)市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

　投資有価証券については、四半期ごとに時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握

し、取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。

(c)資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

　当社は、各部署からの報告に基づき財務部が適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、

手許流動性を売上高の概ね１ヵ月分相当に維持することなどにより、流動性リスクを管理し

ております。

④金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定さ

れた価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異な

る前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することもあります。

　(2) 金融商品の時価等に関する事項

　平成26年３月31日（当連結会計年度の決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれ

らの差額については、次のとおりです。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるも

のは、次表には含めておりません（(注２)参照）。

連結貸借対照表
計上額 時価 差額

千円 千円 千円

(1) 現金及び預金 2,186,369 2,186,369 ―

(2) 売掛金 791,646 791,646 ―

(3) 預け金 225,826 225,826 ―

(4) 投資有価証券

　 その他有価証券 37,225 37,225 ―

(5) 敷金及び保証金 1,707,901 1,519,325 △188,575

資産計 4,948,968 4,760,393 △188,575

(6) 買掛金 1,040,672 1,040,672 ―

(7) １年内返済予定の長期借入金 995,808 996,895 1,087

(8) リース債務（流動負債） 180,168 182,957 2,789

(9) 未払金 801,746 801,746 ―

(10)長期借入金 1,079,248 1,081,763 2,515

(11)リース債務（固定負債） 388,291 393,600 5,309

負債計 4,485,934 4,497,636 11,701

(12)デリバティブ取引 ― ― ―
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(注１) 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項
(1) 現金及び預金、(2)売掛金、並びに(3)預け金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に
よっております。

(4) 投資有価証券
これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。

(5) 敷金及び保証金
これらの時価は、賃借物件等に係る敷金及び保証金について、償還予定時期を見積り、信用
リスクを加味した利率で割り引いた現在価値により算定しております。

(6) 買掛金、(9)未払金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に
よっております。

(7)１年内返済予定の長期借入金、(8)リース債務（流動負債）、(10)長期借入金、並びに(11)リ
ース債務（固定負債）
これらの時価については、元利金の合計額を同様の新規借入又は、リース取引を行った場合
に想定される利率で割り引いて算定する方法によっております。
変動金利による長期借入金は、金利スワップの特例処理の対象とされており（下記(12)参
照）、当該金利スワップと一体として処理された元利金の合計額を、同様の借入を行った場
合に適用される合理的に見積もられる利率で割り引いて算定する方法によっております。

(12) デリバティブ取引
金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として処
理されているため、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載しております（上記
(7)、(10)参照）。

(注２) 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は次のとおりであります。

区分 連結貸借対照表計上額

千円

その他有価証券

非上場株式（※） 482

合計 482
(※) 上記については、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積ることなどができず、

時価を把握することが極めて困難と認められるため、時価開示の対象とはしておりません。

5. １株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 583円36銭

(2) １株当たり当期純利益 27円86銭

6. 重要な後発事象に関する注記

　 該当事項はありません。
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個 別 注 記 表

1. 重要な会計方針に係る事項に関する注記

　(1) 資産の評価基準及び評価方法

①有価証券の評価基準及び評価方法

　 子会社株式

　 移動平均法による原価法

　 その他有価証券

時価のあるもの……当事業年度末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入

法によって処理し、売却原価は移動平均法により算定しております。）
時価のないもの……移動平均法による原価法

　②たな卸資産の評価基準及び評価方法

原材料及び貯蔵品………最終仕入原価法（収益性の低下による簿価切り下げの方法）

　(2) 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産

(リース資産を除く)

………定額法

耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準

によっております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　建物 ８年～34年

無形固定資産

(リース資産を除く)

………定額法

自社利用のソフトウェアについては、社内における見込利用可能期間（５

年）によっております。

リ ー ス 資 産………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する定額法によっ

ております。

　(3) 引当金の計上基準

貸 倒 引 当 金………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、

回収不能見込額を計上しております。

なお、当事業年度の計上はありません。
賞 与 引 当 金………従業員の賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち、当事業年度

の負担額を計上しております。

退職給付引当金………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見

込額に基づき、当事業年度末に発生していると認められる額を計上してお

ります。

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務

期間以内の一定の年数(４年）による定額法により按分した金額をそれぞ

れ発生の翌事業年度から費用処理することとしております。
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　(4) ヘッジ会計の方法

　 ①ヘッジ会計の方法

金利スワップについて特例処理の要件を満たしておりますので、特例処理を採用しております。

　 ②ヘッジ手段とヘッジ対象

　 ヘッジ手段………金利スワップ

　 ヘッジ対象………借入金の利息

　 ③ヘッジ方針

借入金の金利変動リスクを回避する目的で金利スワップ取引を行っており、ヘッジ対象の識別は

個別契約毎に行っております。

　 ④ヘッジ有効性評価の方法

金利スワップについて特例処理の要件を満たしているため、有効性の評価を省略しております。

　(5) その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

税抜方式によっており、控除対象外消費税等は当事業年度の費用として処理しております。

2. 貸借対照表に関する注記

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 119,870千円

(2) 保証債務

　 下記の会社の金融機関からの借入金等の債務保証を行っております。

　 ＦＣ加盟店（１件） 18,204千円

(3) 関係会社に対する短期金銭債権 1,450,791千円

関係会社に対する短期金銭債務 10,393千円

3. 損益計算書に関する注記

　 関係会社との取引高

　 営業取引による取引高

　 売上高 1,066,359千円

販売費及び一般管理費 56,429千円

　 営業取引以外の取引による取引高 31,830千円

4. 株主資本等変動計算書に関する注記

　当事業年度末における自己株式の種類及び株式数 普通株式 137株
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5. 税効果会計に関する注記

　 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　 繰延税金資産

未払事業税 1,073千円

賞与引当金 498千円

海外源泉税 13,779千円

未払社会保険料 871千円

資産除去債務 1,769千円

退職給付引当金 17,820千円

関係会社株式評価損 256,768千円

その他 2,888千円

小計 295,471千円

評価性引当金 △257,608千円

　 計 37,863千円

　 繰延税金負債

資産除去費用 △1,189千円

その他有価証券評価差額金 △6,821千円

　 計 △8,010千円

繰延税金資産の純額 29,852千円
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6. 関連当事者との取引に関する注記

　 子会社等

属 性
会社等
の名称

議決権等の所有
(被所有)割合

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
（千円）

科 目
期末残高
（千円）

子会社
香港大戸屋
有限公司
（注）1

所有（直接）
100.0％

経営指導
資金の援助
役員の兼任

資金の回収 6,000 短期貸付金
関係会社長
期貸付金

12,000
52,000

子会社
OOTOYA ASIA PACIFIC

PTE.LTD.
所有（直接）

100.0％
経営指導
役員の兼任

増資の引受 50,000 － －

子会社
AMERICA OOTOYA INC.

（注）1
所有（直接）

100.0％

経営指導
資金の援助
役員の兼任

資金の貸付
資金の回収
増資の引受

65,000
9,000

172,452

短期貸付金
関係会社長
期貸付金

44,000
102,000

子会社
株式会社大戸屋
（注）1,2,3,4,5

所有（直接）
100.0％

経営指導
役員の兼任

設備の賃貸
資金の援助
資金の借入
債務被保証

経営指導料
等の受取
配当の受取
設備の賃貸
資金の貸付
資金の回収
債務被保証

727,209

300,000
26,040

2,460,000
1,650,000

53,200

売掛金

未収入金
短期貸付金

－

70,140

3,148
1,220,000

－

子会社
株式会社OTY食ライフ

研究所
所有（直接）

100.0％
役員の兼任 増資の引受 80,000 － －

子会社
大戸屋（上海）

餐飲管理有限公司
所有（直接）

100.0％
経営指導
役員の兼任

増資の引受 77,700 － －

　
取引条件及び取引条件の決定方針等

　(注) 1.資金の貸付の取引条件は市中金利を勘案して決定しており、担保の受入等の取引関係はあり

ません。

2.経営指導料等の取引条件については、業務内容を勘案して決定しております。

3.設備の賃貸取引に係る取引条件については、賃貸に係る総原価を勘案して決定しておりま

す。

4.当社の銀行借入に対して債務保証を受けております。なお、債務保証料は支払っておりませ

ん。

5.上記取引金額には消費税等が含まれておりませんが、期末残高については消費税等が含まれ

ております。

7. １株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 523円76銭

(2) １株当たり当期純損失 ２円51銭

8. 重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。
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